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上がった。次にこのままではもったいない。もっと成果を上げる方法はな
いかと模索し、 5年後の1993年（平成 5）にできたのが第一回「全国巨樹・
巨木の会」である。当初会員は200人弱、会費の収入も100万円ほどであっ
たがその後、助成金や委託事業など収入があり、平均300万円ほどで運営し
ている。木を愛し、自然を愛し、環境を守り、地球を守る壮大な目標をもっ
て活動している。

巨樹・巨木の基準
　しからば何をもって巨樹・巨木林と言うのか。大きな木のイメージとし
て、思い浮かぶのは、先ず幹の太い木、高さの高い木であり、次に根を張っ
た立派な木、年を経て熟成した老木などである。巨樹・巨木林では、環境庁が63年度の調査で実際に使
用したものを基準にした。林というが、木の集合体つまり「林ではなく、単木だけでなく」大木の多い森
林も対象にした。特に意味はなく、単なる「語呂（ごろ）」で決めたものである。
　また調査項目は、全国的に多数の巨樹を測定することなので、難しい樹種ごとの基準を変えることな
ど検討したが、測定可能な「幹（みき）周（まわり）」3 m、（直径）1 m以上を対象にした。計測位置測定
は「目とおり」（胸高）1.2mでなく、国際基準で認められている地上1.3m、（4.5フィート）を採用した。ち
なみに実測された幹周 3 m以上の樹木、（約 5万本）の大半（90％）は幹周囲 6 m以下（直径 2 m以下）、樹
高（推定値）データが多く70％が30m以下である。

樹高 割合 幹周囲 割合
30m以下 70％ 6m以下（直径 2以下） 90％

 続く

ドラッカーの言葉-2
◇組織社会
　現代社会は組織なしに機能しない。あらゆる企業、病院、学校、政府機関、ボランティア団体、宗教
その他の社会的機関は組織なしに機能しない。しかも、多元的社会になった。生産、医療、年金、福祉、
教育、科学に至るまで社会的な主な問題は、組織の手にゆだねられた。
◇マネジメント
　組織をして高度の成果を上げさせるものがマネジメントであり、あらゆる部門で高度の知識を有する
マネージャーの力である。
◇成果
　マネージャーは高度の知識を基本とし、知識を体系的に活用し組織に成果を上げさせなければならない。
 続く

針葉樹きみまち杉
（秋田県能代市）
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